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|ノグ・デイ
麓＜神戸の街鐘

／，

愚．言謹

箪撫; 蝋
ノラマ台です。

る夜紫…、ビューティフル．
神ﾉ ｆをほしいままにしている
レストラン「トゥール・ドー
ル｣ ｡ _ ミノ宮から車で５分のハ

バリ、カルチエラタンには「ト
ゥール・ジャルダン（銀の塔) 」
という世界的にｲ 『塙な鴨料理
店があります｡ そして今､ 神ノミ
余岨台に､ 「トゥール・ドール
( 金の塔) _ , ができました。

也
１iN時空f』V詩
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』

ス
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■
憲
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融
瀞灘『壷薄霧謹ｉデ賢騨

、

，､;劇．ﾖｰｰ･_

淵 Ｐ
、

二

トウール･ ドールＴ

ス

ｆ
ｆ

＃
リ

ソフの皆
，型 函

。

ランチメニュー
デンマークサーモンの爆裂
本日のスープ
骨付仔羊ロースのソテー黒胡槻風味
グリーンサラダ
パン
デザート
コーヒー￥ 3 8 0 0

ＳＫＹＴＥＲＲＡＣＥ
ＲＥＳｍﾍ ＵＲＡＮＴ スカイテラス
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く
つ
ろ
ぎ
」
の
ひ
と
と
き
を

端
蝉
唖
サ
ン
ド
ウ
ヰ
ッ
チ
と
珊
俳
で

★
純
喫
茶

元
町
サ
ン
ト
ス

元
町
１
番
街
壷
３
３
１
１
１
０
７
９

＝

叩
珊
副
側
Ⅲ
り

一ラル

h哩竺壷
ー

露

ご
匡
糾

春
の
お
し
ゃ
れ
に
ぴ
っ
た
り

女
性
の
美
し
さ
を
ひ
き
た
て

元
町
１
番
街
山
側
念
３
３
１
１
６
１
９
５

☆
く
つ
甲

春
は
や
さ
し
く
、
蕎
麦
虚
〃
つ
る
天
生
楽
〃
が

フ
イ
フ
テ
イ
ー
ズ
。
新
し
く
な
り
ま
し
た

☆
Ｃ
Ｄ
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ョ
ッ
プ

☆
そ
ば

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ィ
オ
ー
ル
つ
る
天
生
楽

元
町
３
丁
目
パ
ル
パ
ロ
ー
レ
ー
Ｆ
冠
３
９
１
１
０
４
６
４
元
町
２
丁
目
念
３
３
１
１
２
２
３
６

太
田
く
つ
甲
店

ＣＤ

－－

る

麹

し，

腿
１

命

,園

嘩孟溢串
~ ＝＝

述
塞
程雷

菰
、
順
鼠

ー

供｡ 雰

製
』
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－可

〆

’

全一＝

帝
岬
幣
Ｍ
索
仙

春
の
お
し
ゃ
れ
は

バ
ッ
グ
か
ら

☆
特
選
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ソ
グ
専
門
店

Ｋ
－
Ｏ
Ｎ
Ｏ
㈱
河
野
カ
バ
ン
店

元
町
３
丁
目
五
３
３
１
１
３
８
３
８

左
は
仲
良
し
の
脆
野
頁
鼎
さ
ん
で
す
。

南
京
町
で
本
格
派
の
北
京
料
理
が

本
場
中
国
の
物
産
を
手
軽
な
お
値
段
で
楽
し
め
ま
す

☆
中
国
物
産
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

★
中
華
料
理

庚
記
商
行
京
仙

元
町
１
丁
目
浜
側
・
南
京
町
念
３
３
１
‐
１
１
１
４
元
町
１
丁
目
浜
側
・
南
京
町
楼
門
北
側
壷
３
９
１
‐
５
５
１
１

■
Ｉ

０
（
幸

例 】
一
一
■
壱
岬
腫国

１１
三

心
一
二
詞 Ｉ

イ

同

Nｉｌ

グーＥ
Ｌ公

。＝

嵐'蕊

雪毎 N
唇ゴ

辰 ハ
イ
セ
ン
ス
な
紳
士
服
で

最
高
の
お
し
ゃ
れ
を

☆
紳
士
服
‐
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

一
一
一
宙
》

元
町
４
丁
目
壷
３
４
１
１
７
２
９
０

■Ⅱ

９

仏 灘Ａ
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口

田町
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Ｉ

2 －

職１．
－

一

紳
士
の
流
行
食
通
が
推
薦
す
る

貴
族
の
名
門
本
格
派
の
手
打
う
ど
ん

☆
紳
士
服

★
和
食

テ
ー
ラ
ー
ウ
エ
ダ
あ
一
」
や
亭

中
央
区
中
山
手
通
３
１
７
１
羽

中
央
区
中
山
手
通
３
１
浬

壷
３
３
１
１
２
４
２
５
３
２
１
１
２
４
３
５
壷
３
９
１
１
２
５
３
８

一
瞬
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
た
ば
こ
・
く
つ
ろ
ぎ

一
生
の
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
語
ら
い

☆
お
見
合
い
、
御
硲
礼
の
御
写
真

★
専
売
公
社

一
一
一
宮
写
真
室
ば
つ
ぱ
コ
ー
ナ
ー

中
央
区
中
山
手
通
２
１
訓
１
８

中
央
区
中
山
手
通
３
１
７
１
羽
水
曜
休

念
２
４
１
１
５
５
３
０

冠
３
９
１
‐
４
１
８
４
Ⅶ
Ａ
Ｍ
〜
６
Ｐ
Ｍ

ノ

映
画
Ⅱ墨

⑬

'8刑 l-FH三Ｍ
’

リ

~ －－－一一

‐ＴＯＲＲ○A，
師
》神戸

っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



世
界
の
一
流
品
が

あ
な
た
を
粋
に
演
出

☆
靴
と
舶
来
雑
貨

ク
ロ
ス

／

雪雲:配

人
が
追
憶
を
語
る
よ
う
に
新
し
い
絵
と
出
会
う
た
び

家
具
も
歴
史
を
語
る
友
を
得
た
気
分
に
な
る

☆
家
具
・
イ
ン
テ
リ
ア

★
画
材
・
額
縁

メ
ー
プ
ル
不
一
一
屋
末
積
製
額

中
央
区
三
宮
町
３
１
８
１
個

中
央
区
三
宮
町
３
－
４
－
３

壷
３
９
１
１
０
５
３
５

壷
３
３
１
１
１
３
０
９

中
上
犬
区
北
長
狭
通
３
１
吃
１
１

冠
３
９
１
１
１
７
８
１

鯉

朝
に
、
昼
に
、
夜
に
、

食
卓
に
並
ぶ
世
界
の
味

☆
世
界
の
食
料
品

デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン

中
央
区
北
長
狭
通
２
１
６
１
５

ａ
３
３
１
１
６
５
３
５
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☆
カ
ス
タ
ム
テ
ー
ラ
！

‐
両
〃
→
ン
ド
レ
ス
ト
ラ
ン

太
田
洋
服
店
ゲ
イ
ロ
ー
ド

／

☆
‐
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
・
紳
士
服

中
央
区
三
宮
町
１
１
３
１
６

公
３
３
１
１
９
８
４
０
．
７
１
４
７

心
か
ら
洋
服
を
愛
す
る
人
と

愛
さ
れ
る
洋
服
を
つ
く
る

画
一
園
震
一
憲
二
一

両
鱈
順
，
一
一
選

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
店
ダ
イ
エ
ー
ビ
ル
ー
Ｆ
垂
３
０
２
１
５
７
２
８
〜
９

三
宮
店
明
治
生
命
ビ
ル
－
Ｆ
壷
２
５
１
‐
４
３
５
９
．
７
１
５
６

数
百
年
の
伝
統
を
も
つ
香
料

イ
ン
ド
料
理
の
微
妙
な
味
わ
い

■

閏
震
い
陸
Ｆ
障
鐘
言
壁
胴
制

一 恵，

じ
っ
く
り
と
煮
込
ん
だ
シ
チ
ュ
ー

昔
か
ら
変
ら
ぬ
家
庭
的
な
味
を
ご
賞
味
下
さ
い

☆
・
ヅ
ス
‐
侭
・
ラ
ン

神
戸
キ
チ
、
字

磯
上
通
８
丁
目
１
．
吃
明
治
生
命
ビ
ル
裏

念
２
２
１
．
１
５
４
３
５
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シ

荷触下品盆、三仙魚麹､ 排三様( 春巻､ 冬鑑盆、
しそ魚巻) ､ 妙鮮包魚、蜂尾灯

目
を
み
は
る
豪
華
さ

美
味
し
い
の
一
言
…

神
戸
で
も
指
折
り
の
老
舗
、
神
仙
閣

へ
チ
ャ
イ
ナ
カ
ラ
ー
の
ブ
ラ
ウ
ス
で
出

か
け
ま
し
た
。
私
は
も
と
も
と
消
化
器

系
が
弱
い
の
で
す
が
、
中
華
料
理
は
体

質
に
合
う
の
か
食
後
の
体
調
が
良
い
ん

で
す
。
ピ
ア
ノ
の
演
奏
は
体
力
を
使
い

ま
す
の
で
、
ス
タ
ミ
ナ
補
給
に
ぴ
っ
た

り
。こ

の
神
仙
閣
は
ど
っ
し
り
し
た
外
観

が
立
派
す
ぎ
て
入
り
に
く
そ
う
で
す
が

１
人
で
ふ
ら
っ
と
来
て
も
大
丈
夫
。
兇

事
な
伊
勢
エ
ビ
の
前
菜
や
フ
カ
ヒ
レ
ス

ー
プ
の
豪
華
さ
は
目
を
兇
は
る
ば
か
り
。

つ
い
食
べ
す
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
。

４
月
に
は
文
化
ホ
ー
ル
で
神
戸
の
音

楽
家
た
ち
に
よ
る
春
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

が
開
か
れ
ま
す
が
、
演
奏
会
が
終
っ
た

ら
気
の
合
う
仲
間
と
わ
い
わ
い
言
い
な

が
ら
ま
た
食
べ
に
来
よ
う
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
ル
ミ

〈
ピ
ア
ニ
ス
ト
〉

画
姉
妹
店
・
求
仙
ノ
中
央
区
ド
山
手
通

一
一
‐
一
三
，
一
壷
３
３
１
１
１
２
６
３

、

召

衿
戸
市
中
央
区

壷
（
０
７
８
）
下
山
手
通
二
’
一
・
・
・
‐
‐

３
３
１
‐
１
２
６
３

年
中
無
休

神
仙
閣

■
中
華
料
理
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ワ
リ
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■
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■
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■
■

●
■
。
ｑ
■
■
■
■
ｑ
■
■

凸
■
■
＆
各
●
も
■
■
●
ａ

Ｑ
４
句
▲
０
●
●
■

。
」
し
■
。
■

写
●
●
■
凸
や
凸
己

①
ｅ
●
凸
０
屯
■
甲
や
Ｃ
ｌ

鈴
函
ｂ
胴
口
早
や

;蝋

F１

ム
ッ
シ
ュ
。
オ
ー
ド
》
フ
ル
が

絶
賛
の
特
選
小
皿
料
理

娘
を
パ
リ
へ
留
学
さ
せ
た
関
係
で
、

フ
ラ
ン
ス
に
は
何
度
も
足
を
運
び
ま
し

た
。
あ
る
時
、
か
の
有
名
な
リ
ッ
ッ
・
ホ

テ
ル
の
食
堂
へ
入
っ
た
私
は
、
仏
語
が

苦
手
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
他
は
何
も
頼

ま
ず
オ
ー
ド
ブ
ル
ば
か
り
、
ワ
ゴ
ン
３
台

分
を
お
か
わ
り
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

目
で
確
め
て
選
べ
、
し
か
も
料
理
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
凝
縮
し
た
オ
ー
ド
ブ
ル
は
、

「
満
腹
感
は
味
覚
の
敵
」
の
自
論
を
持
つ

私
に
は
最
局
の
ご
馳
走
な
の
で
す
。
翌

日
、
同
ホ
テ
ル
へ
行
く
と
ボ
ー
イ
か
ら

〃
ム
ッ
シ
ュ
・
オ
ー
ド
ブ
ル
“
の
称
号
を

頂
戴
し
た
次
第
。
そ
ん
な
私
で
す
か
ら
、

精
養
軒
の
特
選
小
皿
料
理
は
、
ま
さ
に

我
が
意
を
得
た
り
。
日
本
風
に
ア
ジ
ヤ

ス
ト
し
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
別
品
を
小
皿

に
盛
っ
た
エ
ス
プ
リ
。
最
高
に
賛
沢
な

料
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。森

下
泰

（
参
議
院
議
員
、
㈱
森
下
仁
丹
社
長
）

（
写
真
／
前
左
・
森
下
泰
氏
同
右
・
藤
堂

省
吾
秘
普
後
右
・
押
田
貝
一
神
戸
糖
養

粁
社
長
同
左
・
井
上
康
司
シ
ェ
フ
）
、

1 5 心明
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撃饗､ 霧

『ざ, や輯

一一一

９〃
季
誇
一
鐸
需

〃

|；

利
‐
三

＝三切

牌

豊当

ご
垂屡
主一

毒詳&：

撃饗､ 霧

謹言画
毒詳&：

し

利
‐
三

セ
ン
タ
ー
街
か
ら
元
町
通
ま
で
の
コ

ー
ス
は
目
的
な
し
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。

毎
週
か
か
さ
な
い
私
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
。

結
構
い
い
出
逢
い
が
あ
っ
て
楽
し
い
。

ウ
イ
ン
ド
ー
に
は
春
の
表
情
が
い
っ
ぱ

い
溢
れ
て
い
る
。
好
き
な
ん
で
す
ね
。

お
気
に
入
り
の
店
が
ま
た
一
軒
増
え

ま
し
た
。
さ
ん
プ
ラ
ザ
Ｂ
ｌ
の
〃
一
輪

二
鼠
入
口
か
ら
季
節
茶
屋
ら
し
い
雰

囲
気
と
情
緒
が
あ
っ
て
足
を
誘
う
本
格

和
風
造
り
の
店
。
四
季
折
々
の
万
葉
の

歌
と
絵
が
飾
ら
れ
、
一
輪
ざ
し
の
花
が

憎
い
。
一
輪
は
梅
、
一
房
は
ぶ
ど
う
や
季

節
料
理
に
添
え
て
梅
酒
と
ワ
イ
ン
が
出

る
。
お
抹
茶
と
煎
茶
も
さ
す
が
三
宮
高

砂
屋
さ
ん
だ
け
あ
っ
て
銘
菓
を
頂
け
る
。

店
主
の
倉
橋
さ
ん
が
「
ご
年
配
の
奥

様
方
に
ゆ
っ
く
り
寛
い
で
頂
け
ま
す
」

と
言
わ
れ
た
が
、
向
う
側
の
テ
ー
ブ
ル

に
は
甘
党
の
お
嬢
さ
ん
方
の
談
笑
も
見

ら
れ
た
。

長
浜
律
子

（
リ
ッ
ッ
フ
ロ
ー
ラ
主
宰
）

、

豊当

季
節
茶
屋
ら
し
い

雰
囲
気
と
情
緒

謹言画

震節により多少の変更がございます ｡

ﾐ、一

蕊重
一房（刺身､ イカの和え物､ なます､ エビ、
焼魚､ 瞳し巻､ こいも、さやえんどう、溺評
豆腐､ おひたし、おにぎり､ 吸物、ワイン）
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二部

認謬
＝

一

相
通
ず
る

〃
物
〃
を
作
る
心

１
１

ｑ_ 三＝
４

§

町

議縁

iり

生
来
、
麺
類
好
き
の
僕
は
イ
タ
リ
ア

遊
学
時
代
も
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
を
好
ん
で

食
べ
た
が
、
や
は
り
日
本
人
に
は
ソ
バ

の
方
が
ぴ
っ
た
り
来
る
。
帰
国
後
、
友

人
か
ら
静
岡
に
美
味
い
ソ
バ
屋
が
あ
る

と
聞
か
さ
れ
、
個
展
開
催
中
の
東
京
か

ら
新
幹
線
に
乗
っ
て
駆
け
つ
け
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
時
食
べ
た
〃
お
ろ
し
ソ

バ
〃
の
味
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

神
戸
で
初
め
て
そ
の
味
に
出
会
え
た

の
が
、
と
あ
る
食
通
に
教
え
ら
れ
た
こ

こ
「
堂
賀
」
で
あ
る
。
職
人
気
質
の
御

主
人
が
、
丹
精
こ
め
て
作
る
〃
蕎
麦
切

り
〃
の
味
は
言
う
に
及
ば
ず
、
ソ
バ
を

素
材
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
〃
そ
ば
料
理
〃

の
数
々
は
ま
さ
に
芸
術
品
。
作
る
こ
と

へ
の
愛
着
と
質
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
同

じ
物
を
造
る
者
と
し
て
相
通
ず
る
も
の

を
感
じ
さ
せ
る
。

新
谷
誘
紀

（
彫
刻
家
）

■
写
真
／
左
・
新
谷
誘
紀
氏

右
・
主
人
の
安
藤
勝
啓
氏

、

中央三色そば 1 , 3 5 0 円
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一室

香慧

凸凸

副
爪

凸

0

〕９

《
零

へ
『
一

戸
ｆ頬

誠
判

0

〕９

仕
事
を
兼
ね
て
全
国
各
地
、
あ
る
い

は
海
外
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と

が
楽
し
み
で
す
ね
。
私
は
何
で
も
い
た

だ
き
ま
す
が
、
や
は
り
日
本
料
理
が
一

番
で
す
ね
…
…
そ
れ
と
日
本
酒
。

ち
ょ
っ
と
お
昼
に
、
と
い
う
時
に
よ

く
楽
珍
で
お
食
事
を
し
て
い
る
の
で
す

が
、
今
度
「
と
う
ふ
懐
石
」
と
い
う
新

し
い
メ
ニ
ュ
ー
が
で
き
た
と
聞
き
、
早

速
、
味
わ
っ
て
み
ま
し
た
。

と
う
ふ
は
、
栄
養
が
あ
り
、
低
カ
ロ

リ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
最
近
人
気
の
食

べ
物
。
そ
れ
を
こ
ん
な
に
色
と
り
ど
り

に
料
理
さ
れ
る
の
は
美
事
。
日
本
料
理

と
い
え
ば
、
何
と
な
く
年
配
好
み
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
れ
ど
、
こ
れ

な
ら
若
い
人
た
ち
、
男
女
問
わ
ず
受
け

そ
う
な
料
理
で
す
ね
。

土
井
芳
子

〈
神
戸
市
婦
人
団
体
協
縦
会
会
長
〉

■
宴
会
場
／
三
富
生
田
筋
西
側
西
村
ピ
ル
３

〜
４
Ｆ
宮
０
７
８
）
３
３
２
１
１
７
１
７
、

！

若
い
人
に
も
受
け
る

「
と
う
ふ
懐
石
」

雲一

－

ノ

率
遍
畦
稚
晒
ね
靴
恥
割
娠
・
副
源
吟
吋
３
１
４
Ｆ

楽
珍

■
日
本
料
理

卜塞I謹書
とうふ懐石
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一
一一凸

一
一
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Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
ｉ

喝

一 ＝一再
廷
珂

０
△
げ
ｇ
⑱
凸
Ｆ

▲
寺
．

卓
一

一
一
。》

厳選された純神戸肉を
目の前で焼き上げます。

計
Ｂ
輯
Ｅ
①
０６‐

ｌ
ｌ
１

Ｉ

ｉ
伽ＵＡ６

叩
９
４
■
一
Ｉ
６
１
Ｊ
Ｊ
Ｕ
０
Ｈ
、
１

鮮
謬
》－－ー 画錘一・一唾

サ
ン
テ
レ
ビ
の
番
組
「
神
戸
ニ
ュ
ー

ア
ン
グ
ル
」
の
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
コ

ン
ビ
を
組
ん
で
い
る
八
馬
加
代
子
さ
ん

と
二
人
で
ロ
ケ
が
終
っ
て
の
食
事
。
以

前
、
本
店
で
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
、
三
宮

店
の
方
は
、
一
年
半
も
前
に
オ
ー
プ
ン

し
て
い
た
の
に
、
今
日
が
初
め
て
。

目
の
前
で
焼
き
上
げ
ら
れ
た
野
菜
と

肉
。
野
菜
の
種
類
は
豊
富
で
、
肉
は
も

ち
ろ
ん
や
わ
ら
か
い
純
神
戸
肉
。
あ
っ

さ
り
し
た
タ
レ
で
食
べ
る
。
僕
は
、
焼

く
だ
け
と
か
生
の
ま
ま
と
か
、
つ
ま
り

素
材
の
味
を
生
か
し
た
も
の
が
好
き
で

こ
の
あ
っ
さ
り
し
た
タ
レ
は
、
ま
さ
に

肉
の
味
を
し
っ
か
り
楽
し
め
る
も
の
。

塩
と
胡
叔
だ
け
で
食
べ
る
の
も
美
味
。

素
材
の
良
さ
を
感
じ
ら
れ
る
味
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

小
曽
根
実
〈
レ
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ー
タ
ー
・
作
曲
家
〉

■
本
店
／
兵
庫
区
荒
田
町
３
丁
目
（
神
大
医

学
部
前
）
冠
５
２
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２
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、
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フ
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素
材
の
味
を
楽
し
む

〃
素
材
主
義
〃
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通
１
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宗
『
一
壱

ｒ

音楽､ ファッション､ 旅行そして料理｡ 大切なのはハートで式

三宮店中央区三宮町1 - 5 サンﾛ ｲ ﾔ ﾙ 神戸1 0 F ( さんプﾗ 御T E L O 7 8 - 3 3 2 - 4 5 5 1 営薬時間1 1 ＡＭ－ｇＰＭ第１．３月曜休

一
雲
奄

東京･ 渋谷スパゲティ専門店

岡秀彦氏く醗諦糠と' ｽ ｾ ﾝ ｸ ｰ 〉
忠海京子さんく鶴M皇撰就ﾉ融卜〉
行岡信次氏く鐸1 1 1 ; _〉
「三人それぞれが違う仕事をし
ていることも魅力のひとつ」と
口を揃えて言う。知りあってか
らもう３年。フランス語教室の
クラスメート同士というわけだ。
「フランス語教室のあとよく来
るんですよ_ ｌと忠海さん｡ ｢ すべ
てが神戸っぽいところがいいん
だなァ」と岡氏｡ ｢ 仕事の関係で
たびたびイタリアへ行きますが
壁の穴のスパゲティは本場以上」
と行岡氏。研究熱心なスタッフ
が創り上げた豊富なメニューの
中でお気に入りは、三人共‘‘若
者のアイドル：
行岡氏はイタリアでデザイン
を、岡氏はドイツでピアノ調律
を勉強するのが夢。忠海さんは
パリの駐在員になりたいと、夢
も国際都市神戸らしくインター
ナショナル｡ ｢ それぞれ結婚して
も愉快な仲間でいたい」夢多き
彼らたちの活跳を期待したい。

塁

璽
翻

､ 園

夢

謹蕊義叫令

噂」

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



さ
ん
ち
か
ス
イ
ー
ー
ッ
タ
ウ
ン

／

☆
パ
ン
の
歴
史
を
つ
た
え
る

あ
な
た
の
健
か
さ
と

美
し
さ
の
お
手
伝
い
を
す
る
店

☆
医
薬
品
・
健
康
食
品
・
衛
生
雑
貨

シ
ン
ヤ
ク
ド
ー

〆
一

さ
ん
ち
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン

恋
３
９
１
１
１
７
７
８

一一、篭

パ
ン
は
い
つ
も
焼
き
た
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
味
と
香
り

－」４

ノ

カ
ス
カ
ー
ド

画
３
９
１
‐
３
３
５
７

楽
し
み
方
に
合
わ
せ
て
酒
徒
に
は
嬉
し
い
店

パ
ー
テ
ィ
を
お
創
り
い
た
し
ま
す
灘
の
生
一
本
が
勢
揃
い

☆
カ
ジ
ュ
ア
ル
．
・
レ
ス
ト
ラ
ン

☆
酒
処

ｚ
両
乏
「
○
六
く
○
酒
一
房
灘

さ
ん
ち
か
サ
ロ
ン
タ
ウ
ン

さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街
ａ
３
９
１
１
５
５
５
９

ａ
３
９
１
１
５
０
６
９

さ
ん
プ
ラ
ザ
店
ａ
３
９
１
１
１
５
４
１
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作
品
と
の
対
話
が
あ
る

シ
ャ
ー
プ
な
芸
術
の
ス
ペ
ー
ス

、､

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー

、

さ
ん
プ
ラ
ザ
３
Ｆ
壷
３
３
１
１
１
６
３
９

生
め
吟
し
式
』
い

美
し
く
鮮
や
か
な
仕
上
り

生
田
筋
‐
赤
鳥
居
東
側
角

酋
３
３
２
１
６
９
１
８

Ⅱ
六
？
ト
ラ
ッ
胞
卜
，
カ
ジ
ュ
ア
ル

.N癖
Ⅱ■厘回、

.霊｜
白雲塾Ｉ

℃一

1瀞：
竜奪竃理Ｉ

宰這
恥

ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
・
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

☆
便
利
な
あ
な
た
の
印
刷
室

ナ
イ
ス
プ
リ
ン
ト

Ｍ
Ａ
Ｃ
三
宮
本
店

侭

／

神
戸
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
１
丁
目

壷
３
９
１
１
０
８
９
５

彼
と
彼
女
が
ペ
ア
で
決
め
る

Ｏ
Ｘ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
登
場

春
に
向
け
て
軽
や
か
に

一
一
ユ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
ラ
ン
セ
ル

☆
宝
石
・
ア
ク
セ
サ
リ
１
．
バ
ッ
グ

杏
〈
ア
ン
ズ
〉

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
－
Ｆ
丑
３
３
２
１
３
９
０
７

ゲ
ラ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
ポ
シ
エ
ッ
ト
も
入
っ
て
い
ま
す
。

旨
琴
’
一
垂
尉
一

蝋
鮭

官
一
一
塗
．
一
一
一

』
一
一
一
一

‘Ｙ鯉静
詩

画司

１
０
６
７
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エ
リ
ザ
ベ
ス

／

マ
ル
ガ
／
イ

識島。脚

、

ｋ

都
会
人
に
知
的
興
奮
を
も
た
ら
す

軽
妙
酒
脱
な
ア
ダ
ル
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

☆
洗
練
を
き
あ
め
た
大
人
の
服

ト
ト
‐
ル
チ
エ
マ
ッ
ク

本
店
／
三
宮
神
社
北
東
三
上
ビ
ル
３
Ｆ
恋
３
３
１
１
８
８
９
４

新
し
い
春
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
彩
る

脇
役
に
も
お
し
ゃ
れ
心
大
切
に
ｌ

☆
ボ
タ
ン
・
バ
ソ
グ
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

ベ
ル
ジ
ュ
バ
ン
ス
の
ヘ
ア
ー
と

シ
ュ
ウ
ウ
エ
ム
ラ
化
粧
品
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

☆
美
容
室
＆
花
嫁
衣
裳
サ
ロ
ン

セ
ン
タ
ー
街
２
丁
目
窓
３
３
１
０
０
６
４

さ
ん
古
一
か
タ
グ
ウ
ン
冠
３
２
１
ｌ
４
０
ｑ
ｘ
ｄ

京
町
店
，
／
さ
ん
プ
ラ
ザ
ｓ
３
３
２
ｉ
１
目
ｂ
６

．
４
９
１
７
衣
裳
サ
ロ
ン
ノ
本
店
上
ａ
３
３
１
１
３
２
５
８

テ
ー
マ
は
属
弓
一
ご
厨
厨
【
◎
蔦
葛

春
・
夏
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
好
評
で
す

☆
ブ
テ
ィ
ッ
ク

答
ン
、
〆
﹇
リ
／

セ
ン
タ
ー
街
２
丁
目
ａ
３
３
１
Ｉ
３
０
９
８

さ
ん
．
ち
か
タ
．
ワ
ン
ａ
３
２
１
１
５
２
５
４

》
司
一

；
・
陰

神
戸
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
２
丁
目

念
３
３
２
１
０
１
４
１
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エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
北
野
坂
の

ア
ダ
ル
ト
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
空
間

★
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル

室
一
室
》
函
壷
一
Ｆ
﹇
﹇
雲
三

神
戸
市
中
央
区
北
野
町
２
１
７
１
旧

迂
２
２
２
１
５
７
９
２

Ｄ
Ｌ
Ｄ
叫
両
当
Ｑ
ｇ
両
竺
Ｎ
皿
干
１

両
エ
ハ
Ｕ
、
皿
ｖ
Ｌ
八
Ｕ
面
Ｕ
：
。
：
。

☆
ロ
ー
ズ
シ
ョ
ッ
プ

サ
ム
ホ
ー
‐
‐
ル

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
２
口
ｌ
ズ
ガ
ー
デ
ン
ー
Ｆ

丘
２
２
２
１
１
２
０
０

ノ

一

砲

Ｅ

落
ち
着
い
た
異
人
館
の
件
い
で

本
場
の
ド
イ
ツ
菓
子
を

☆
喫
茶ユー

ハ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
館

中
央
区
北
野
町
２
１
１
－
旧

念
２
２
２
１
６
２
６
６

異
人
館
に
囲
ま
れ
た

優
雅
な
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン

☆
美
容
院

ブ
ル
ー
あ
き
ら

神
戸
市
中
央
区
北
野
町
３

ｓ
２
２
１
１
９
０
８
０

茅i畠一禦

謹Ⅱ
時
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Ｉ

／

s?柵Ｇ
郡剛ｏ

、

１
『

一

■．

醐
唾

目
一
報
無

可
１

町
Ｎ
Ｙ

町
Ｅ
ｌ

Ｔ
Ｉ
１

可
刃
１

勺
工
塩

届
Ｘ
Ｔ

配
可
．
１

再
殖
Ｔ

『
湿
可

一
皿
。
一

爵

騨
錦。

瑚
容
’
一

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
２
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
１
Ｆ

壷
２
２
２
１
５
８
５
０

一
肩
の
こ
ら
な
い
イ
ー
ジ
ー
グ
ル
メ

神
戸
ビ
ー
フ
と
エ
グ
ロ
コ
ー
ヒ
ー

☆
喫
茶
・
レ
ス
ト
ラ
ン

エ
《
ク
ロ
・
｛
Ｈ
宇
水
｛
寮

魚
貝
類
も
肉
も
美
味
し
い

ハ
ン
タ
ー
坂
の
小
さ
な
ク
イ
ー
ン

★
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
サ
ル
ー
ン

ク
イ
ー
ン
ズ
コ
ー
ト

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
２
１
個

ａ
２
４
２
１
２
４
６
９

直
河
‐
崖唾

里

汎

Ｐ

Ｉ

き弓

ｆ

J１露
ま

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス

中
央
区
山
本
通
３
１
３
１
３

念
２
４
２
１
７
７
３
３

あ
な
た
だ
け
の
本
岬
物
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
見
つ
け
て
下
さ
い

☆
天
然
紫
材
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

士
小

組

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
２
口
ｌ
ズ
ガ
ー
デ
ン
ー
Ｆ

念
２
２
２
‐
１
５
０
５

カ
ジ
ュ
ア
ル
に

贈
る
花
束

☆
花
の
ギ
フ
ト

､ ｑい亡

Ｊ
Ｊ

漣
、

'』

夢

Ｉ

輝男
かＰ４

且程

:L'ﾉﾘ
賢更

鷺
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／

溺総……卿，
住まいと環境との調和。
私たちは、自然環境に特に注目。
シェルターとじてだけではなく、
精神的な豊かさを求めて対応していますも
住まいは、良くも悪くも環境の影響から逃れることは
できません｡ 敷地の形状や気候風土､ 街並みや騒
音､ ﾌ ﾟ ﾗ ｲ パｼ ｰ の問題等､外的条件への対応は設
計のi匝要なベースになりますb中でも､私たちが注目
するのは､ 山､ 海､ 川､ の位澄とそれに伴う四季折々
の陽光や風の状態等、敷地を包む大きな意味で
の自然条件。それは、住まいの快適性( 採光や通
風) を左右する大切な要素であり､ また他の条件に
比べて対応が難しく､ 次第によっては住まいのぃ輝き〃
を損なってしまうからですb その点､ 阪神間は北に山、
南に海､ 南北に川が走る理想の地形｡ 私たちがお
創りする住まいカミ住みやすさだけでなく、精神的
な豊かさをも、かもすことができるゆえんですｂ
快適さを支える部分にこそ注Ⅱしていただきたい－
ﾀ ｳ ｲ ﾔ ｼ ｽ ﾃムハウジン& ｸ ﾞは､自信をもって住まいをお
届けしています。

‘匙与ｨ ｬ ｼ ｽ ﾃ ﾑ ﾊ ｳジﾝグ神戸
神戸市中央区磯辺通4丁目2-20(神戸ピﾙ401)念(078)232-3281
夙川ﾓﾃｩ 1 ' ﾊ ｳ ｽ／簡宮市樋ﾉ池町〈夙川住宅公圃内)念(07 9 8 ) 7 2 - 4 0 1 1
千里モ釣しﾊｳｽ／千里万博公I側(千11A住宅公Ⅲ内)き(06)877-2718

櫛レタイヤシステムハウジング株式会社
尼崎iliII研111W油31(醜松本ﾋﾂﾚ】含(06M13-2551㈹

賭

鮮繍ｔｏ

、恨適な１１雑いへのｲﾝﾌ*ﾒー ｼﾖﾝをﾃーﾏL･I2Imlｼﾘーズで腰Ⅲ１．私た(うの【l:まい仰''１のnK念燈ご''1解いた…いと侮じま~Ｉ

、

唾③１１三二

而面”■脳

ノ
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古
典
で
は
な
く
、
若
い
感
覚
を

い
か
し
て
モ
ダ
ン
な
図
柄
に
挑

戦
す
る
の
が
み
ど
こ
ろ
。

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
白
い
壁
に
も

す
っ
と
溶
け
込
む
作
品
で
す
。

線
の
シ
ャ
ー
プ
さ
と
布
地
の
柔

ら
か
さ
の
融
合
が
ひ
と
つ
の
テ

ー
マ
で
す
。
そ
れ
と
カ
ラ
フ
ル

》
鍔
》
榊
》
》
》
》
》
》
一
冊
露

さ
ん
は
大
張
り
切
り
。
エ
ア
ブ

ラ
シ
や
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
と

も
と
り
組
ん
で
目
下
徹
夜
で
制

作
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ご
母
堂

の
二
代
目
絹
甫
さ
ん
も
個
展
な

ら
で
は
の
斬
新
な
も
の
を
と
激

励
し
て
い
る
。

☆
若
手
ビ
オ
ラ
奏
者
杉
山
雄
一

５
月
に
西
ド
イ
ツ
留
学

３
月
９
日
（
水
）
ビ
オ
ラ
奏

者
の
杉
山
雄
一
さ
ん
が
初
の
リ

サ
イ
タ
ル
を
兵
庫
県
民
小
劇
場

で
開
い
た
。

杉
山
さ
ん
は
幼
少
の
頃
よ
り

バ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
長
田
高
校

在
学
中
に
ビ
オ
ラ
に
転
向
。
東

京
芸
大
で
ビ
オ
ラ
と
室
内
楽
を

学
び
、
今
春
卒
業
。
現
在
犯
歳

で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
音
楽
家
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

５
月
初
め
に
ロ
ー
タ
リ
ー
財

団
奨
学
生
と
し
て
西
ド
イ
ツ
・

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
音
楽
大
学
に
留

学
す
る
。
２
年
間
の
予
定
で
彼

の
最
も
尊
敬
す
る
ビ
オ
ラ
の
第

擬
鵜

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
本
場
で
あ
る

ド
イ
ツ
で
生
活
し
、
町
の
雰
囲

気
に
触
れ
な
が
ら
思
い
き
り
勉

強
に
励
み
た
い
」
と
力
強
く
抱

負
を
語
っ
て
い
た
。

★
フ
ラ
イ
デ
イ
マ
ジ
ッ
ク
好
調

「
今
夜
だ
け
ダ
ン
ス
ダ
ン
ス
ダ

ン
ス
」
で
神
戸
に
も
フ
ァ
ン
が

多
い
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
中
原
め
い
こ
さ
ん
。
２
年

前
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
が
既
に
Ｌ

Ｐ
を
２
枚
出
し
、
第
２
の
ユ
ー

ミ
ン
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
学

園
祭
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
は
引

っ
ぱ
り
だ
こ
だ
。
め
い
こ
さ
ん

は
毎
月
関
西
を
訪
れ
る
が
、
と

り
わ
け
神
戸
の
街
の
雰
囲
気
が

、
ダ
ウ
ン
づ
く
り
へ
ス
タ
ー
ト

３
月
ｎ
日
「
神
戸
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
タ
ウ
ン
協
議
会
」
（
鬼
塚
喜

八
郎
会
長
）
が
発
足
し
た
。
こ

れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
タ
ウ
ン
推
進
協
議
会
を
再

編
強
化
し
た
も
の
だ
。

「
推
進
協
議
会
は
Ｋ
Ｆ
Ｃ
、
つ

ま
り
ア
パ
レ
ル
だ
け
の
会
だ
っ

た
の
で
す
が
、
今
度
は
進
出
企

業
と
、
三
井
不
動
産
な
ど
も
入

っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
副

会
長
の
木
口
衛
㈱
ワ
ー
ル
ド
会

長
。「

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
あ

り
方
を
、
異
業
種
が
寄
り
集
っ

て
、
お
互
い
に
勉
強
を
し
よ
う

と
い
う
主
旨
な
ん
で
す
。
神
戸

農
》
鎌

と
思
う
よ
う
な
町
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
各
委
員
会
毎
に
研
究
を

し
て
行
き
ま
す
」
進
出
各
社
が

初
め
て
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い

た
こ
れ
か
ら
の
動
き
に
注
目
し

o f f e e
B r e a k

気
に
入
っ
て
い
る
。
「
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
な
ん
て
景
色
が
良

さ
そ
う
で
泊
っ
た
ら
良
い
詩
が

書
け
そ
う
ね
」
先
月
〃
フ
ラ
イ

デ
イ
・
マ
ジ
ッ
ク
″
が
シ
ン
グ

ル
カ
ッ
ト
さ
れ
、
好
評
だ
。
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
彼
女
の
ス

テ
ー
ジ
は
４
月
型
日
、
三
宮
の

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
・
チ
キ
ン
ジ
ョ

ー
ジ
で
。

☆
新
し
い
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た

親
し
み
や
す
い
会
館
に
／
、

２
月
オ
ー
プ
ン
し
た
生
田
文

化
会
館
は
、
開
館
記
念
「
野
村

万
作
講
演
会
ｌ
狂
言
、
そ
の
国

際
交
流
」
を
企
画
す
る
な
ど
着

実
な
歩
み
を
始
め
た
。
こ
れ
で

神
戸
市
の
一
区
一
文
化
セ
ン
タ

ー
構
想
が
完
成
し
た
わ
け
だ
が

生
田
文
化
会
館
は
、
旧
生
田
公

会
堂
の
場
所
に
あ
り
、
県
庁
を

は
じ
め
オ
フ
ィ
ス
街
に
位
置
し

外
国
人
も
多
く
国
際
性
に
溢
れ

た
地
域
を
背
景
と
す
る
こ
と
な

ど
諸
条
件
も
加
わ
っ
て
、
他
の

文
化
セ
ン
タ
ー
と
異
な
っ
た
１

灘
》
瀧

村
博
司
さ
ん
は
、
「
館
員
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
も
ブ
ル
ー
で
統
一
し

建
物
も
清
楚
な
ム
ー
ド
で
、
区

民
の
皆
さ
ん
が
好
感
の
も
て
る

も
の
に
と
考
え
ま
し
た
。
今
後

は
市
の
方
針
を
踏
ま
え
た
上
で

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
土
台
に
実

現
可
能
な
も
の
は
積
極
的
に
取

り
く
み
た
い
」
と
語
っ
た
。

☆
初
の
個
展
に
意
欲
燃
や
す

み
や
び
流
押
絵
三
代
目
を
継

ぐ
芦
屋
在
住
の
小
西
松
甫
さ
ん

が
４
月
詔
日
（
士
）
ｌ
訓
日
（
日
）

阪
急
芦
屋
川
東
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
・
ア
デ
ッ
ソ
で
初
の

個
展
を
開
く
。
１
１
加
号
ま
で

の
新
作
加
点
余
り
で
、
従
来
の

１
１１７
１ 蕊
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